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笠原俊彦稿 ｢初期シュア-レンバ ッハにおける ｢技術論的私経済学｣の構想｣『香川大
学経済論叢』第50巻第 5･6号,昭和53年 2月｡
笠原俊彦著 『技術論的経営学の特質』千倉書房,昭和58年,第 3章｡



























































































































マ-レンバッハによれば,それは,ただ,｢ある (経済的 - 笠原)成果を











































































































































































































































































































































































































































































































































































































































126 経 営 と 経 済
されざるをえないであろう｡そこにおいては,企業ないし経営についての技
術論は,その体制の性格を有せざるをえない｡われわれは,私経済技術論の
選択原理として超体制的な原理を設定することも,その対象として超体制的
な経営を設定することも,できないのである｡
利潤追求と職業労働ないし生産とは,とりわけ近代資本主義企業において
は,現実には相互に作用し合い融合したものとして存在する｡藻利重隆博士
●●●●●●●
のいう営利的商品生産が,これである｡シュマ-レンバッハがその私経済学
●●●
において研究しようとする実質的対象は,このような近代資本主義企業ない
し近代企業であるように見える｡だが,それにもかかわらず,シュマ-レン
バッハは,近代企業を,その営利的商品生産の原理ないしこのような特質を
有する営利原則の観点かち考察しようとするわけではない｡かれは,企業に
おける利潤追求と生産 とを切 り離し,利潤追求とは別個のものとして一面的
に理解された職業労働ないし生産に注意を集中する｡そして,かれは,この
特殊な生産の側面をこの生産の視点から考察して,かれに特異な私経済技術
論を形成しようとする｡
だが,このような行き方をとるとき,かれの私経済技術論は,はたして現
実に有効な手続き規則の体系を提示しうるであろうか｡それは,かれ自らが
強調していた技術論の長所をもつものとなりうるのであろうか｡われわれは,
このことについて,むしろ大いなる疑念をもたざるをえない｡-
われわれの見るところでは,シュマ-レンバッハの私経済技術論の成立可
能性は,1912年の論文 ｢技術論 としての私経済学｣についていえば,その選
択原理 とされる私経済ないし企業の指導原理についてのかれの理解の仕方
に,決定的に依存している｡かれは,この選択原理としての企業の指導原理
を,かれに特異な生産の側面に関してのみ理解しようとしたのであるが,わ
れわれは,かれのこのような理解の仕方に疑問を抱かざるをえないのである｡
ところで,シュマ-レンバッハは,このような理解における企業の指導原
理を,その後も,かれの私経済技術論の選択原理として,そのままに維持し
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●●●
たわけではない｡かれは,やがて,その私経済学の選択原理を,企業の指導
●●●●●
原理のうちに見出すのではなく,国民経済の原理のうちに見出すこととなっ
たように思われる*｡そして,われわれの見るところでは,かれの思考にお
けるこのような変化は,企業を,その利潤追求から切 り離した生産について
のみ考察しようとする,1912年の上記論文の思考によって,いわば基礎を設
定されているのである｡このことを明らかにするためには,われわれは,か
れの1919年の二つの論文の検討へと進まなければならない｡
*この点は,田島社章博士の見解 とわた くしのそれとが大きく分かれるところである｡
田島博士のこの点の理解 とこれにもとづ くわたくしの見解への批判については,実質上,
田島博士の見解にもとづ くと思われる,わた くしの博士論文に対する次の審査要旨を参
照されたい｡
雲嶋良雄,矢島基臣,田島壮幸 ｢〔博士論文審査要旨〕論文題目 技術論的経営学の特
質｣『一橋論叢』第九十一巻第六号,1984年 6月,147ページ｡
